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・新たな概念による広域化の推進及び集中と分散を最適に組み合わせた水供給シ

ステムの構築

・最適な運営形態の選択及び我が国の水道にふさわしい多様な連携の構築

・コスト縮減を行いつつ適切な費用負担による計画的な施設の整備・更新

図５－２ 水道の運営基盤の強化に係る施策課題及び主要施策

（２）安心・快適な給水の確保

、 、国民の安心が得られる安全性の確保 さらには地域差のある快適性の向上に向け

施策を展開する必要がある。

ア．未規制施設対策の推進及び給水安全度の向上

すべての国民が十分に水質管理がなされた水の供給を受けるようにすることが最

重要課題であり、国民の健康の保護の観点から、飲用井戸等の未規制施設の維持管

理の徹底は不可欠である。

これまで、水道整備による未普及地域の解消に施策の重点が置かれてきたが、山

間部を中心に経済効率性から配水管を布設することができない地域も存在してい

る。また、水道が普及している地域であっても、貯水槽水道及び給水管・給水用具

の維持管理の問題があることや、規模の小さい水道の水質管理が必ずしも十分でな

いことなどから、未だ水質面での不安が払拭できていない。

このような飲用井戸等や貯水槽水道の管理の不徹底については、専門的知識や財

政的基盤を必ずしも有しない個々の設置者に管理の責任の多くを強いているのでは

衛生確保の向上にも限界がある。

このため、小規模な自家用水道施設や貯水槽水道の設置者には一定の管理責任を

、 、課すことに加え 地方公共団体や水道事業者等の関与をより一層強化するとともに

施設の設置者及び利用者との相互理解の推進、設置者が信頼して管理を委託するこ

、 。 、とのできる受け皿の育成 財政的な支援制度の構築等に向けた検討を行う さらに


